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打越さくら当選…改憲３分の２にストップをかける 

 
 

 

７月２１日開票の参議院選挙・新潟選挙区で、市民と野党の統

一候補・打越さくらさんが５２１，７１７票を獲得し、４万２０００票

差で勝利しました。 

  自民党、単独過半数割れとなる 

自民党は改選前より９議席減、比例代表の得票は２４０万

票減、有権者全体に占める絶対得票率は１６・７％となり、２０１

２年以来の最低の結果となりました。 

 安倍首相は選挙後の記者会見で「安倍政権は国民の信頼をいただいた」と言いましたが、自

民党は単独過半数割れとなった事実が示すように、「自民勝利」とは言えない結果です。国民

の怒りが広がっています。 

  秋葉区、打越…１万８８３２票で、５，２３１票の大差の勝利 

 秋葉区では、平和４団体、連合、各政党を加えた選対を作り、必死の運動をやってきました。こ

の結果が全県でトップの成績を作り出しました。皆様方のご奮闘に対して心からの御礼を申し上

げます。 

参議院選挙後の新たな改憲情勢を迎えて   九条の会  ２０１９．０７．２９ 

 参院選を経て、安倍改憲をめぐる情勢は新たな局面に入りました。２０１７年５月３日の改憲提言以来、自民党

は衆参両院における改憲勢力３分の２という状況に乗じて改憲を強行しようとさまざまな策動を繰り返してき

ましたが、その後２年にわたり市民の運動とそれを背にした野党の頑張りによって改憲発議はおろか改憲案の

憲法審査会への提示すらできませんでした。そして迎えた参院選において、改憲勢力は発議に必要な３分の２

を維持することに失敗したのです。 

 ３分の２を阻止した直接の要因は、市民と野党の共闘が、「安倍政権による改憲」反対、安保法制廃止をはじ

め１３の共通政策を掲げて３２の一人区全てで共闘し、奮闘したことです。また、安倍９条改憲 NO! 全国市民ア

クション、九条の会が、３０００万署名を掲げ、草の根からの運動を粘り強く続けることで、安倍改憲に反対する

国民世論を形成・拡大する上で大きな役割を果たしたことも明らかです。 

秋葉区１９行動…８月１９日（月）９：００～９：３０  ウオロク交差点スタンディング 


